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東濃圏域の機能別病床稼働状況
令和5年度病床機能報告より



MDC07 : 筋⾻格系疾患

東濃圏域居住地患者の
受療状況

 ⾃医療圏完結率は、64.2%
 東濃圏域全体では、名古屋・中
部尾張圏域への流出が15.8%と
⾼く、多治⾒市・瑞浪市・⼟岐
市からの流出率は、さらに
16.8%と最も⾼い。

愛知県への流出や
回復期、リハビリ算定状況を捉えて
いく必要あり



東濃厚⽣病院と⼟岐市⽴総合病院
☆令和5年7⽉調査

■統合後、400床規模の病床シミュレーション

現状、既に稼働
病床は495床

病床稼働率を維持した場合

回復期の患者を１⽇ 10⼈以上、
年間5,000⼈以上⾒込む必要あり




